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“Century 2025”Phase2

業績進捗状況

三機工業株式会社

２０１9年１１月８日



受注高・売上高推移
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売上総利益・率推移
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Phase2の基本方針
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Ｐｈａｓｅ１
「質」を高める

◆コア事業の強化
要素技術を高め

安定成長

◆成長戦略の推進
未来に向けた

技術と領域の成長

◆三機ブランドの向上
「三機らしい」人財の育成と

社会貢献

「質」へのさらなる追求

・施工の生産性向上
・省エネ、省力化ニーズへの対応
・技術開発の推進
・ストック物件の継続受注
・働きやすい環境の整備
・社内コミュニケーションの向上

Ｐｈａｓｅ３
「選ばれる」

長期ビジョン
“Century 2025”
ステークホルダーの皆さま
からもっと「選ばれる」
会社の実現

「技
術
」と
「人
」を
磨
き

「質
」を
高
め
る

◆財務・資本政策とＥＳＧ方針の開示
◆情報発信力の強化

Ｐｈａｓｅ２
「信頼」を高める

「信
頼
」を
高
め
、
よ
り
「選
ば
れ
る
」会
社
へ

2016～2018年度

2019～2021年度
2022～2025年度



施策の進捗状況（１）
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◆コア事業の強化
ＳＴｅＰ計画※の完了
・2016年度から実施してきた一連の整備が完了

※ＳＴｅＰ＜Sanki Techno Park＞計画
三機工業の保有不動産である三機大和地区（三機大和ビル地区および
旧大和事業所地区）を主とした土地・建物の再開発プロジェクト

＜三機テクノセンター＞ 2018年10月 全館オープン

＜大和プロダクトセンター＞ 2019年9月 本格稼働

＜旧大和事業所地区土地整備＞ 2018年5月 土地賃貸開始

出典：日本生命保険相互会社ホームページ
https://www.nissay.co.jp/hojin/tenanto/pdf/logistics.pdf



施策の進捗状況（２）
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◆成長戦略
大和プロダクトセンター 本格稼働
・神奈川県大和市の機械システム事業部製造工場が9月から稼働

＜大和プロダクトセンター外観＞
＜建築概要＞
敷地面積：10,984㎡
建築面積： 5,509㎡
延床面積： 7,611㎡
構 造：鉄骨造
高 さ：10m
階 数：地上2階

＜大和プロダクトセンター内部①＞

＜大和プロダクトセンター内部②＞



施策の進捗状況（３）
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◆財務・資本政策

＜株主への還元＞
● 配当

・中間 ３５円
・年間 ７０円（予想）

● 自己株式取得・消却
・取得 2,000,000株（年度内実施）
・消却 2,000,000株（2019年8月19日実施済み）

＜協力会社への還元＞
● 協力会社への支払い条件変更決定

・資本金4,000万円未満の協力会社へは 全て現金払いに変更
・2020年3月支払分より適用予定
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施策の進捗状況（４）
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◆三機ブランドの向上

震災復興プロジェクトの継続

「第31回森は海の恋人 植樹祭」への参加
（岩手県矢越山ひこばえの森）

復興を祈念した「津軽三味線コンサート
和絆（きずな）」を開催

プロジェクトメンバーが青森県八戸市から
岩手県久慈市まで視察

三機テクノセンターを活用した人材育成・地域貢献

新入社員研修 夏休み親子向けイベント
「熱を体験してみよう」を開催

（日本機械学会環境工学部門主催）

近隣自治会向け見学会



施策の進捗状況（５）
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◆情報発信力の強化
展示会などをつうじた情報発信の拡充

＜下水道展‘１９横浜＞

＜日経ＩＲ・個人投資家フェア２０１９＞

＜ＲＨＶＡＣ展示会（バンコク開催）＞



施策の進捗状況（６）
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◆スポーツ団体への支援活動と企業ブランドの向上

＜大和シルフィード＞（女子サッカー） ＜日本聴覚障がい者ラグビーフットボール連盟＞ ＜早慶クラシコ＞（大学サッカー定期戦）

＜日本ハンドボール協会＞ ＜ひがし北海道クレインズ＞ ＜東京ドーム＞
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将来の見通しに対するご留意事項

本資料における記述のうち、過去または現在の事実に関するものを除いては、11月8日時点で入手可能な情報に基
づいてなされた当社の予測、想定、評価および判断によるものです。
従いまして、かかる予測等に含まれる不確定要素や将来の経済環境の変化などを含む種々の要因によって影響を受

ける可能性があり、当社の将来の業績、経営結果等と異なる可能性があります。

本件に関する問い合わせ先

経営企画室 広報・ＩＲ部

TEL：03－6367－7041

＜主な要因＞

●取引先の信用リスク

●資機材価格および労務費の急激な変動

●株式相場の変動

●退職給付費用および債務の増加

●カントリーリスク

●設備工事等における事故および災害

●不採算工事の発生

●不動産事業におけるリスク

●訴訟等に関するリスク

●法的規制等によるリスク

●災害等に関するリスク

●民間設備投資の変動


